
 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【後援】大阪府  大阪府市長会  大阪府町村長会 (福)大阪府社会福祉協議会 

  (福)大阪手をつなぐ育成会  (一社)大阪知的障害者福祉協会   

 

 

参加費 申込締切 

 1 1 ／ 1 7 
（金） 

３４６名 
（先着順） 

定 員 

申込用紙 DL⇒ 

 

近年、わが国の障がい福祉制度は目まぐるしく変化していま

す。さらに厚生労働省は人口減や一層進む高齢化等による課題の

複合化・複雑化に対応するため、高齢者・障がい者・児童等の福

祉サービスを「縦割り」から「丸ごと」にし、保健・医療・福祉・

教育とも連動した地域住民も巻き込んだ切れ目のない地域包括

ケアシステムに進化させること、そして、2020 年代初頭の「我

が事・丸ごとの地域づくり」「サービス・専門人材の丸ごと化」

の全面展開に向け動き始めています。 

当事業団は「ともに生きる心を育み ともに歩む社会の実現」

の理念のもと、障がいの理解・啓発と地域共生社会の実現に努め

てまいりました。第３回となる今回は「豊かな地域生活のために」

をテーマに、みなさまとともに学びともに考える機会とし、地域

共生社会の実現につなげたいと考えます。 

基 調 講 演 

 

 

 

 

 

 

 
 

松端
まつのはな

 克文
かつふみ

 氏 
[主な役職] 桃山学院大学 副学長、社会学部社会福祉学科 教授 

日本地域福祉学会 理事、副会長 等 

 

 

 

専門分野の研究として、地域を舞

台に、地域発で自発的に私たち(地

域住民)がより“豊か”に暮らして

いくことのできる社会に変えてい

くための地域福祉方法論や社会福

祉サービスの在り方を研究中。 

また、関西の自治体や社会福祉協

議会等を中心に各種の審議会や委

員会の委員(長)を務めている。 

実 践 報 告 
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桃山学院大 

 

 

報告①「地域における行動障がいのある利用者への支援 

 ～家族を救え～」 

報告②「終末期のグループホーム利用者の支援」 

報告③「高齢知的障がい者の療養の場、 

終末期を過ごす場の充実を目指して」 
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報 告 ① 

「地域における行動障がいのある 

利用者への支援 ～家族を救え～」 

 

地域生活総合支援センターいま

は、守口市に開所して 2 年目の事業

所となります。 

利用者募集時に出会った行動障が

いのあるＭさんは、高等部卒業後ほ

ぼ４年間日中活動を利用できず、家

庭中心での生活を送っていました。 

「何とかＭさんの生活を立て直し

たい」そんな強い母の思いを受け、

「どないかせなあかん！」と関係機

関と連携し生活介護利用に繋げた流

れと利用後の取組みを発表します。 

 

第

１

部 
  

 
  

第

２

部 

 

社会福祉法人 大阪府障害者福祉事業団 

〒584-0054 大阪府富田林市大字甘南備２１６番地 

法人事務局人事課 宛 （担当 大津） 

T E L／0721-34-3563 FAX／0721-34-2371 

MAIL／sf-seminar@sfj-osaka.net 

URL／http://www.sfj-osaka.net/ 
   （上記 URL からも、「参加申込書」をダウンロードいただけます） 

 
 

申し込み 

問い合わせ先 

 

 

プ ロ グ ラ ム 

 

問い合わせ受付時間 

平日９：００～１７：４５ 

実 践 報 告 紹 介 

・・・・・・・・・・・・・・・・ 

報 告 ② 

「終末期のグループホーム利用者 

の支援」 

 

 単身利用者の終末期における「告

知と治療方針」、「積極的治療から緩

和医療へのシフト」、「死後の準備と

葬儀、事務管理」など、本人の病状

の進行とその先にある「死」を見据

え、それでもグループホームでの生

活を希望されたＵさんとの日々を振

り返り、「生活の場」を支援する立場

から、私たちが直面した課題を提起

します。 

報 告 ③ 

「高齢知的障がい者の療養の場、 

終末期を過ごす場の充実を目指して」 

 

事業団では、知的障がい者の高齢

化により、機能低下や医療ニーズの

増加がみられています。 

しかし、高齢化による療養の場、

終末期を過ごす場の選択が困難な現

状があります。 

そこで、在宅医療での看取りの実

態を明らかにし、訪問看護などの医

療的サービスを受けながら、質の高

い、尊厳を持った生活を送ることが

できるような支援の実践について報

告します。 

・・・・・・・・・・・・・・・・ ・・・・・・・・・・・・・・・・ 

１１：４５  受    付 

１２：３０  開    会   主催者あいさつ 

大阪府障害者福祉事業団       理事長  久保田 全孝 

１２：３５  基 調 講 演   「『我が事・丸ごと』地域共生社会の実現に向けて」 

                  桃山学院大学 社会学部 社会福祉学科 
教 授  松端 克文 氏 

１４：４５  休    憩 
 
１５：００  実 践 報 告   「地域における行動障がいのある利用者への支援 ～家族を救え～」 

地域生活総合支援センターいま   支援員  久保田 曜行 
支援員  下馬 雅之 

 
「終末期のグループホーム利用者の支援」 

                 地域生活総合支援センターきらら  支援員   牧野 英史 
 

「高齢知的障がい者の療養の場、終末期を過ごす場の充実を目指して」 
す く よ か          看護長  山田 千晶 

１６：５０  閉    会 

 


